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１０月上旬までの暑さも和らぎ秋の深まりを感じる季節となりました。今回の進路指導部便りでは、「高等部３年生の

Ⅱ期現場実習の報告」と「進路選択の概要」について掲載しております。また、今月も進路指導個別面談日を設けて

おりますので、ご気軽にお申込みください。 

 

 

高等部３年生のⅡ期現場実習が９月上旬から始まりました。３年生での実習は１年間を通じて、卒業後の進路を『決

定する』大切な実習となります。その中で、Ⅰ期（１学期）の実習とⅡ期（２学期）の実習の違いは何かについて説

明していきます。 

Ⅰ期で前向きな評価をもらった生徒にとっては、Ⅱ期の実習でより一層事業所の活動や人に慣れていけるようにし

ていきます。実習先の方も、実習生という関わり方ではなく、卒業後を見据えた関わり方をしてくれます。 

Ⅰ期で課題があり、Ⅱ期でその変化を確認する生徒は、Ⅰ期の実習後に学校や家庭・寮にて課題解決に向けた取組

みを行います。課題の解決、変化がどのように見られるかどうかをⅡ期の実習では見られます。 

Ⅱ期の実習後には、多くの生徒が卒業後の進路先が決まっていきます。決まり方は、福祉就労と企業就労で大きく

異なります。 

福祉就労を目指す生徒は、実習を通して、仕事内容や生活環境が本人に合っているのか、現在の利用者との関係は

良いか等、様々な面を事業所、本人・保護者が互いに確認し、通所先を決定していきます。 

企業就労を目指す生徒については、実習で内定が出るわけではありません。「高等学校等新規卒業者の採用選考」の

ルールにのっとり、求人票が届いたら、生徒たちは内容を確認し、この求人に応募するか否かを決めていきます。そ

の後、採用選考を経て、合否が決まっていきます。 

3年生は、今後、卒業後の円滑な地域移行を目指して、取り組んでいきます。具体的には、2学期後半から本人・

御家庭・寮と協力し、個別移行支援計画を作成します。３学期には作成した個別移行支援計画を基に、本人の関係者

（卒業後のサポーター）が一堂に介して『個別移行支援会議』を行います。進路指導部では、引き続き、生徒の希望

する進路の実現は元より、卒業後の安定した生活を送れるようにサポートしたいと思います。 

 

 

卒業後の進路先を考える際に「何を基準にするとよいのか」「何ができるようになると、どのような進路先に行ける

のか」という質問を受けることがあります。本校の卒業生の多くが「生活介護・就労継続支援Ｂ型・就労継続支援Ａ

型・就労移行支援・企業」へ就労しています。今回は、この５つの進路先を考える際に、本人の日常生活スキルや、

就労に関するスキルの習得状況を中心とした表を作成しましたので、御参考にしてください。あくまで、一般的なも

のになりますので、事業所により、求められる力等は変わってきます。表は本紙の裏面にございます。 

 

 

 

 11 月も、進路指導主任及び進路専任による進路個別相談日を設けています。お子様の進路に関する悩みごとや相

談ごとについて、保護者、七生福祉園職員の方が相談できる機会です。どうぞ、お気軽にお申し込みください。時間

は１回につき 40 分程度です。11 月の相談日は 2２日(金)です。相談を希望される方は、下記の申し込み票を御記

入の上、11月５日（火）までに御提出ください。 

 

 

〈 進路個別相談 申し込み票 〉 
11月2２日(金)の進路個別相談に申し込みます。 

（小・中・高）   年   組    児童・生徒名                 
 

                    保護者・担当者名                 

 

御希望の相談時間 ①９:３0～ ②10:30～ ③11:３0～ 

第1希望      第2希望      第3希望       

家庭・寮 → 担任 → 進路指導部 

 

きりとり 



 

 

進路選択の考え方

一人では心配、見守りや一部支援が必要

生活
介護

一人での利用は難しい、利用には見守りが必要

Ｂ型

就労移行

企業

Ａ型

５、６時間働くためには支援が必要

企業就労に向けたベース作りを長期間（３年以上）で実施。
５時間前後の短時間、企業が求める力で働くことができる

企業就労に向けたベース作りを短期間（２年以内）で実施。
※利用期限が原則２年間のため

①身辺処理（食事、排せつ、
更衣等）について

自立
している

一人で利用可
練習をすれば可

１日５～６時間
仕事ができる

②一人での公共交通
機関の利用について

③事業所での
過ごし方について

【企業が求める力】
週30時間前後の労働（一日６～
７時間）、勤怠を安定させて働く
ことができる。
挨拶、報告、連絡、相談を主体的
にでき、職場の方とコミュニケー
ションを取りながら、働くことが
できる

企業就労に向けて、長期間（３年以上）でステップアップしたい

④企業等が求める力の
習得状況について
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